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１．学習目標

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識をもっ

て観察、実験などを行い、化学的に探究する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的

な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。

２．指導の重点

総合学科であることから

①化学に対する興味・関心を高める

②化学に対する知識・法則を深める

③化学に対する探求心を育てる

３．指導計画

月 単元名 学習内容 学習活動（指導内容 時間 評価方法)
４ 序 生活の中の化学について再発 １ 授業中の興味

化学と人間生活 見をし，化学の役割について ・関心・意欲

理解を深める。 ・態度、提出

第 １ 章 物質の種類と性質 混合物、純物質、化合物 ３ 物、考査から1
節 単体、分離法（ろ過、蒸留） 総合的に判断1

《実験》混合物の分離 する。

物質と元素 元素記号 ２2
物質の三態 熱運動、三態変化、拡散 ２3
と熱運動 絶対温度、

５ 節 原子の構造 原子の構造、同位体 ３2 1
電子配置

イ オ ン の 生 成 イオンの生成、イオン式 ２2
イオン化エネルギー

第１回考査 １

周 期 表 元素の周期律 ２ 授業中の興味3
周期表、族、周期 ・関心・意欲

６ 第２章 イオン結合 イオン結合、イオン結晶 ３ ・態度、提出1
物質と化学結合 イオン結晶 組成式、イオン化エネルギー 物、考査から2
節 共有結合と分子間力 共有結合、分子、電子式、構 ５ 総合的に判断1 1
節 造式、配位結合、電気陰性度 する。2

共有結合からなる物 極性、分子間力、分子結晶、2
質 共有結合結晶

金属結合 金属結合、自由電子 ２1
節 金属 金属の性質3 2

物質の分類 物質と化学結合、 １1
節 化学結合と物質の性質4 2 金属結合からなる物質とその利用

イオン結合からなる物質とその利用3
金属結合からなる物質とその利用4

７ 第２回考査 １

第３章 原子量と分子量・式 原子量、分子量、式量、 ４ 授業中の興味1



物質の変化 量 モル質量、物質量、 ・関心・意欲

節 アボガドロの法則 ・態度、提出1
物質量 物、考査から2

９ 溶液の濃度 溶質、溶媒、溶液 ４ 総合的に判断3
質量パーセント濃度 する。

モル濃度、濃度変換

溶解度、溶解度曲線、再結晶

化学反応式 化学反応式、イオン反応式 ５10 4
基本法則に関連した 化学反応式の量的関係5
化学史 原子の存在、分子の存在

第３回考査 １

節 酸と塩基 酸塩基の性質、酸塩基の定義 ２ 授業中の興味2 1

酸塩基の強弱、酸塩基の価数 ・関心・意欲

水素イオン濃度と 水素イオン濃度、 、 ３ ・態度、提出11 2 pH pH
指示薬 物、考査からpH

中和反応と塩 中和反応式 ８ 総合的に判断12 3
中和滴定 中和反応の量的関係 する。4

中和滴定、滴定曲線

塩の液性質

《実験》中和滴定

第４回考査 １

節 酸化と還元 酸化・還元の定義 ５ 授業中の興味3 1
酸化数 ・関心・意欲

《実験》酸化還元反応 ・態度、提出

酸化剤・還元剤 酸化剤、還元剤 ４ 物、考査から1 2
酸化剤・還元剤の量的関係 総合的に判断

酸化還元反応の 金属のイオン化傾向 ２ する。3
起こりやすさ 《演示実験》金属樹

身のまわりの酸化 電池、起電力、ボルタ電池、 ２2 4
還元反応 ダニエル電池

金属の精錬3
電気分解

第５回考査 １

計 時 間 （ 分授 業 ）7 0 5 0

４．課題・提出物等

観察や実験後にはレポートの提出を求めます。

単元によっては小テストを実施します。



５．評価規準と評価方法

評価は次の４観点から行います。

主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 知識・理解

，日常生活や社会との関連を図 物質とその変化の中に問題を 物質とその変化に関する観察

りながら物質とその変化につ 見いだし，探究する過程を通 実験などを行い，基本操作を

いて関心をもち，意欲的に探 して 事象を科学的に考察し 習得する。物質とその変化に， ，

究しようとするとともに，科 導き出した考えを的確に表現 ついて，基本的な概念や原理

学的な見方や考え方を身に付 している。 ・法則を理解し，知識を身に

けている。 付けている。

以上の観点をふまえ

・授業時の取り組み状況

・実験の取り組み状況（安全に正確な実験を行えているか）

・提出されたレポートや課題

・定期考査

・小テスト

などから総合的に評価します。

６．担当者からの一言

１年次の化学では、化学の基礎・基本（理論分野）を取り扱います。しっかりと理解し、身

に付けてください。

（担当：時田 宏昭）


